
【No.	 　】	Ａ～Ｇの	7	人は，遊園地に行き，	2	人組又は	3	人組に分かれて迷路に入ったが，迷路

に入ったときとは異なる組で迷路を出た者がいた。次のことが分かっているとき，確実にいえるの

はどれか。

ただし，複数の組が同時に迷路に入ったり，同時に迷路を出たりすることはなかったものとする。

○ Ａは，Ｄと同じ組で迷路に入り，Ｄと同じ組で迷路を出た。

○ Ｂは，Ｆとの 2人組で迷路に入り， 3人組で迷路を出た。また，Ｂが迷路を出たのは，Ｃ

が迷路を出た直後であった。

○ Ｃは， 3人組で迷路に入り，Ｆとの 2人組で迷路を出た。

○ Ｄが迷路に入ったのは，Ｂが迷路に入った直後であった。

○ Ｅは，Ｇとの 2人組で，他のどの組よりも前に迷路に入り，Ｇとの 2人組で迷路を出た。

○ 7人の中で迷路内にいた時間がＦより長かった者は， 1人であった。

1．Ａが迷路内にいた時間は，Ｇより短かった。

2．Ｃが迷路内にいた時間は， 7人の中で最も短かった。

3．Ｄが迷路内にいた時間は，Ｂより短かった。

4．Ｅが迷路内にいた時間は， 7人の中で最も長かった。

5．Ｇが迷路内にいた時間は，Ｃより長かった。

（判断推理）

【正答　３】



【No.	 　】	底面積と高さは互いに異なるが，容積の等しい円柱形の容器Ｘ，Ｙがある。また，ホー

スＡ，Ｂがあり，それぞれ 1分当たり一定量の水を注ぐことができる。

図Ⅰのように，空の容器ＸにホースＡから，空の容器ＹにホースＢから，同時に注水を始めると，

容器Ｘは 18分，容器Ｙは 15分で満水になった。また，注水を始めて 5分経過したとき，容器Ｙ

の水位は容器Ｘの水位の 6倍となった。

いま，図Ⅱのように，空の容器Ｙを空の容器Ｘの中に置き，容器ＸにホースＢから注水したとき，

何分で満水となるか。

ただし，容器の厚さは無視できるものとする。

図Ⅰ

Ｘ

ＹホースＡ

ホースＢ

図Ⅱ

Ｘ

Ｙ

ホースＢ

1． 10分

2． 12分

3． 14分

4． 16分

5． 18分

（数的推理）

【正答　２】



【No.    　】 表１ ２ ３は ある地域において 20～70歳代の者を対象に実施した老後の生活に関

するアンケートの結果を年齢階層別に示したものである。これらからいえることとして最も妥当な

のはどれか。

表１ アンケート回答者の年齢階層別割合

表２ 質問Ⅰ：老後の生活に必要な生活費の準備を進めていますか

表３ 質問 ：主にどのような手段で準備を進めていますか

(質問Ⅰにおいて 十分進めている」又は 進めている」と回答した者が回答)

1.質問Ⅰにおいて 不十分」と回答した30歳代の者がアンケート回答者全体に占める割合は約

16％である。

2.質問Ⅰにおいて 十分進めている」と回答し かつ 質問 において 預貯金」と回答した60歳

代の者が 60歳代のアンケート回答者全体に占める割合は約５％である。

3.質問Ⅰにおいて 何もしていない」と回答した者の数は 年代が高くなるにつれて少なくなる。

4.質問 において 生命保険・個人年金保険」と回答した50歳代の者が 50歳代のアンケート回

答者全体に占める割合は20％である。

5.質問 において 株・有価証券」又は その他」と回答した20歳代の者が アンケート回答者全

体に占める割合は5.5％である。

年代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

割合 6.4 19.2 33.7 26.1 11.2 3.4

(％)

全年代

(％)

十分進めている

進めている

不十分

何もしていない

計

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

5.9 5.2 5.2 4.5 5.8 10.2 12.2

42.1 37.6 36.8 39.8 44.2 53.4 50.3

38.9 33.7 41.7 43.5 40.1 25.8 20.0

13.1 23.5 16.3 12.2 9.9 10.6 17.5

100 100 100 100 100 100 100

全年代

(％)

生命保険・個人年金保険

預貯金

株・有価証券

その他

計

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

43.7 58.0 52.8 47.5 40.0 32.4 23.1

45.0 36.5 40.3 42.8 48.1 50.4 52.1

9.0 4.3 5.9 7.9 9.6 12.9 18.6

2.3 1.2 1.0 1.8 2.3 4.3 6.2

100 100 100 100 100 100 100

（資料解釈）

【正答　４】



【No. 28】 光に関する記述Ａ Ｂ Ｃのうち 妥当なもののみを全て挙げているのはどれか。

Ａ：電磁波は 電気的な振動と磁気的な振動を繰り返す波であり 光もその一つである。光のう

ち可視光線の波長は テレビ放送に使用される電波よりも長く Ｘ線よりも短い。

Ｂ：光は 波動としての性質だけでなく 粒子としての性質も併せ持つ。例えば 金属の表面に

光を当てると電子が金属から飛び出してくる光電効果では 光は粒子として振る舞う。

Ｃ：ある物質の中に特定の光を吸収する分子構造がある場合 白色光を当てると 物質がその波

長の光を吸収するので その残りの光の色が反射して見えることになる。

1.Ａ

2.Ａ Ｂ

3.Ａ Ｃ

4.Ｂ Ｃ

5.Ｃ

（自　然）

【正答　４】



（人　文）

【No. 29 】 江戸時代の文化や学問に関する記述として最も妥当なのはどれか。

1.元禄期の町人文芸の影響を受けた俳人松尾芭蕉は 西山宗因に始まる談林派の形式性を乗り越

え 現実の世相や風俗を背景として自由な用語と奇抜な趣向を凝らした蕉風(正風)俳諧を確立し

た。化政期に至ると 与謝蕪村や小林一茶らが農民や町人の視点で 幕府や為政者を強く風刺し

た作品を数多く生み出した。

2.近松門左衛門は仮名草子を母体とする浮世草子の作者として注目を集めたが やがて井原西鶴

らと共に人形浄瑠璃の脚本に転じた。その作品は義理と人情の板挟みに悩む人々の姿を克明に描

いたことに特徴があり 『曾根崎心中』など当時の世相に題材を採った世話物と 『南総里見 犬

伝』など歴史的な事柄を扱った時代物とに大別される。

3.美術では 18世紀の中頃 喜多川歌麿が多色刷りの錦絵で各地の代表的な風景を描いて以来，

浮世絵版画が急速に広まった。19世紀に入ると これを受け継いだ葛飾北斎や歌川広重らに

よって 美人画のほか歌舞伎役者や相撲取りへと題材の幅が広がり 後にヨーロッパの印象派絵

画へも強い影響を与えた。

4.本草学や農学 医学など実用的な学問が発達し 天文学・暦学では渋川春海(安井算哲)が従来

の暦の誤差を正して日本独自の暦を作り 数学では和算が発達し 関孝和が『発微算法』を著し

筆算による代数学や高度な数学理論を説いた。また 伊能忠敬は全国の沿岸を実測し 『大日本

沿海輿地全図』の作成に尽力した。

5.賀茂真淵や平田篤胤らによって元禄時代に始まった我が国の古典研究は 18世紀には本居宣

長により 国学」として完成された。国学は日本古来の純粋な信仰を尊び『古事記』や『日本書紀』に

流れる精神を深く掘り下げつつ 儒教や仏教という古くからの外来思想を融合させたものであっ

た。

【正答　４】



【No. 30】 我が国におけるコンピューターシステム及びインターネットの利用に関する記述Ａ～Ｄ

のうち 妥当なもののみを全て挙げているのはどれか。

Ａ：株券を手元で保管することによる盗難や紛失等のリスクを排除する等のため 平成24年に

いわゆる社債株式等振替法が成立し 平成25年度から上場会社の株券の電子化がスタートし

た。ただし 電子化への移行に伴う混乱を回避するため 既に印刷されている株券について

当分の間は効力を失わないこととされた。

Ｂ：近年における不正アクセス行為の手口の変化に対応し その禁止の実効性を確保するため

平成24年にいわゆる不正アクセス禁止法が改正され アクセス管理者になりすまし アクセ

ス管理者が利用者に対し識別符号を特定電子計算機に入力することを求める旨の情報を 自動

公衆送信を利用して公衆が閲覧することができる状態に置く行為などの いわゆるフィッシン

グ行為などが新たに処罰の対象とされた。

Ｃ：医薬品のインターネット販売は 一般用医薬品については認められており 医療用医薬品に

ついては禁止されていた。しかし 平成25年の最高裁判決を踏まえ 同年に薬事法及び薬剤

師法が改正され これまで禁止されていた医療用医薬品のインターネット販売についても 処

方箋の送付などの一定の条件を付した上で平成26年4月から解禁された。

Ｄ：著作物等の公正な利用を図るとともに著作権等の適切な保護に資するため 平成23年に著

作権法が改正され 私的使用の目的であっても 映画や音楽などの有償著作物等の著作権や著

作隣接権を侵害するインターネット配信を受信し それを視聴した者には刑事罰が科されるこ

ととなった。

1.Ａ Ｃ

2.Ａ Ｄ

3.Ｂ

4.Ｂ Ｄ

5.Ｃ

（社　会）

【正答　３】
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